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Shinoらの方法（Plos One9 ,e99534.）に準じヒト iPS 細胞（理研、201B7株）をヒト iPS 用培地
で培養し、次に EB 形成用培地で培養した。更にこれを single cell にした後 OBM 培地にて TGF-β
(1ng/mL)、IGF-1(100ng/mL)、bFGF(25ng/mL)を添加し骨分化誘導培養した。最後にこれを FACS分離し
ALP陽性細胞のみ採取し、これを iPSop細胞とした。 
15 週齢 SD ラット雄性 36 匹を用いた。Pentobarbital Sodium を腹腔内投与後、頭部正中に切開を
加え頭頂骨を露出させ、Trephine Bar にて左右頭頂骨に直径 5mm の bicortical 骨欠損を作成した。
骨欠損部へは H-2w群（n=6）と H-4w群（n=6）は生理食塩水を10µL、PM-2w群（n=6）と PM-4w群（n=6）
は PuraMatrix○R1％を10µL、PM+iPSop-2w群（n=6）と PM+iPSop-4w群（n=6）は iPSop細胞を 1×105
個と PuraMatrix○ R1％を 10µL をそれぞれ移植した。処置後は FK506(2mg/kg/day)と
ABPC(20mg/kg/day)を連日投与した。 
移植後 2 週目に H-2w 群と PM-2w 群と PM+iPSop-2w 群に対し、4 週目に H-4w 群と PM-4w 群と











体とし iPSop 細胞を移植することで iPSop 細胞が生き残り、その細胞が核となり増殖したか、生き残った
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 結果の要旨       
 






本論文は critical sized rat calvarial bone defect model を用い、骨組織における自己組織化ナノペプチド
ハイドロゲル（PuraMatrixTM）を担体としたヒト iPS 細胞移植の可能性を検討したものである。ヒト iPS





しやすい局所環境となったことが示唆された。また、PuraMatrixTM と併用した iPS 細胞は移植後も骨再
生に足る量の細胞が生き残り、それが核となり増殖したかあるいは生き残った iPS 細胞が多数の growth 
factor や cytokine を放出することで骨再生が促進された可能性が示唆された。 
本審査委員会では 1）PuraMatrixTM の物性、生体為外性、2）担体の選択理由、3）FK506 の創傷治癒
への影響、4）iPS 細胞移植での創傷治癒への違いの有無、5）ヒト iPS 細胞を選んだ理由、6）再生骨がヒ
ト由来かラット由来かの検討、7）移植細胞数、移植時期の妥当性についての質疑が行われ、概ね妥当な解
答が得られた。また、論文構成や英文表現について指摘され修正がなされた。 
本研究で得られた知見は、今後の歯学（再生医療学）の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授
与に値するものと判定した。 
 
